
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：令和６年度都市計画道路見直し検討 

 

 

 

 ２ 調査主体：柴田町 

 

 

 ３ 調査圏域：柴田町管内 

 

 

 ４ 調査期間：令和６年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

   柴田町の都市計画道路は、昭和３７年に船岡市街地の骨格形成と利便性の向

上を図るため１２路線決定した。以後、市街地の進展状況等を踏まえながら追

加・廃止され、現時点で１６路線（計画延長３４．５ｋｍ）が都市計画道路とし

て決定されている。 

   直近の都市計画決定は平成１１年度で２５年が経過しているが、整備済延長

の割合は約５０％で計画延長の半分が長期未着手の状況となっている。 

   また、柴田町総合計画や柴田町都市計画マスタープラン・立地適正化計画など

の上位計画において、長期未着手の都市計画道路は、将来の都市構造に合わせて

見直しするものとしている。 

そのため、長期未着手路線となっている都市計画道路を対象として、都市計画

決定の経緯とその後の社会経済情勢の変化、今後の見通し等を踏まえ、その必要

性の再検証をするとともに、都市計画道路の存続、変更、廃止などの見直しを行

うために必要となる図書作成を目的に実施し、都市計画道路網の見直し路線を決

定した。 

 

 

 

 

 

 

 



 

（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：令和６年度都市計画道路見直し検討 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

１.都市計画道路の見直しについて 

 

   ２.見直し路線の評価・設定・検証 

    2-1.都市計画道路見直しの基本的な考え方 

    2-2.見直し対象路線の選定【ステップ 1】 

    2-3.都市計画決定理由の検証【ステップ 2】 

    2-4.路線の必要性・事業の実現性検証【ステップ 3】 

    2-5.見直し路線（素案）の設定【ステップ 4】 

    2-6.見直し路線（素案）の検証【ステップ 5】 

    

３.都市計画道路の見直し案の作成 

    3-1.見直し路線の検討結果 

    3-2.都市計画道路の見直し方針 

 

   別紙資料 

1.見直し路線カルテ（1/2） 

    2.見直し路線カルテ（2/2） 

 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

   所管課による調査である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

   なし。 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

   柴田町の骨格を形成する都市計画道路は、社会情勢やまちの将来像の変化に

より、その役割や必要性が変化している。本業務では、現在、長期未着手路線と

なっている都市計画道路を対象として、柴田町都市計画マスタープラン・立地適

正化計画を基に宮城県が作成した「都市計画道路見直しガイドライン（改訂版）

（平成３０年３月）（以下「県ガイドライン」という）に基づき、都市計画決定

の経緯とその後の社会経済情勢の変化、今後の見通しを踏まえ、その必要性の再

検証をするとともに、都市計画道路の存続、変更、廃止などの見直しを行うため

に必要となる図書作成を目的に実施する。 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

  

1.都市計画道路の見直しについて 

2.見直し路線の評価・設定・検証 

(1)都市計画道路見直しの基本的な考え方 

(2)見直し対象路線の選定 

(3)都市計画決定理由の検証 

(4)路線の必要性・事業の実現性検証 

(5)見直し路線（素案）の設定 

(6)見直し路線（素案）の検証 

3.都市計画道路の見直し案の作成 

(1)見直し路線の検討結果 

(2)都市計画道路の見直し方針 



 ３ 調査圏域図 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

■見直し路線（素案）の設定 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 路線の必要性・事業の実現性の検証結果一覧 

（１） 設定の考え方 

  ・ステップ3の路線の必要性、事業の実現性の検証結果を次項のとおり整理した。 

  ・ステップ3の検証の結果、路線の必要性と事業の実現性の評価項目で低い評価（半分以下）となった新

栄通線（区間5、区間6）、中央線（区間1）、山手線（区間1）の3路線を見直し候補路線とした。 

図 見直し路線（素案） 



■見直し路線（素案）の検証 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

・周辺道路網への影響の検証は、都市計画道路の整備状況を想定した将来交通量を推計している「第5回仙台

都市圏パーソントリップ調査」の交通量配分結果を活用する。 

 

              表 PT調査における交通量配分パターン 

・現在計画されている都市計画道路が全て整備された場合の道路ネットワーク（フルネット）と都市計画道路

の見直しを行った場合の道路ネットワーク（事業化ネットワーク）の混雑度は下図のとおりである。 

図 フルネットの混雑度（2040 年） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【白幡橋】 

渡河部のため交通が集
中し混雑度が 1.5 を超え
ているが、混雑の理由が
周辺に立地する大規模工
場の通勤によるものが大
部分であり、朝夕の通勤
時間以外は慢性的な混雑
がみられない。 

図 事業化ネットの混雑度（2040年） 

よって、都市計画道路の見直しを行った場合の道路ネットワーク（事業化ネットワーク）による将来の混雑度

を検証した結果、慢性的な混雑は発生しないと想定される。 



■都市計画道路の見直し案の作成 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

・県ガイドラインを踏まえた路線の見直し理由と見直し方針案は以下のとおりである。 

・見直し検討結果を踏まえた都市計画道路の見直し方針は、下図のとおりである。 

 

図 都市計画道路の見直し方針 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 都市計画道路見直し検討結果一覧 


